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新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 に 係 る 要 介 護 認 定 の 臨 時 的 な 取 扱 い に

つ い て（ そ の ２ ）お よ び 介 護 施 設・事 業 所 向 け リ ー フ レ ッ ト の 送 付 に

つ い て  

 

 

新型コロナウイルス感染症に係る要介護認定の臨時的な取扱いにつき

ましては、本年 2月 19日付（介 164）文書にてご連絡させていただいており

ますが、当該取り扱いに関する問い合わせがあったことについて、厚生労

働省より Q＆ Aが発出されましたのでご連絡申し上げます。  

今般の Q＆ Aにおいては、①面会禁止となった介護施設や医療機関に入所

等をされている方から要介護認定の変更認定または新規認定の申請があ

った場合は、その申請を受理し、面会禁止等の措置が解けた後に調査を実

施するなどの対応をしていただきたい旨（この時、申請から認定まで 30日を

超える場合には、介護保険法 第 27条第 11項の「特別な理由」に該当するものと

して取り扱って差し支えない とされております）や、②介護認定審査会の開

催に当たっては、 ICT等の活用により合議ができる環境が整えられれば、

必ずしも特定の会場に集まって実施する必要はなく、これらの機器の整備

等がない場合、例えば、あらかじめ書面で各委員から意見を取り寄せ、電

話を介して合議を行い、判定を行うような取扱いとしても差し支えない旨

が記載されております。  

また、厚生労働省より、介護事業所等が行うべき新型コロナウイルスの

感染防止対策に関するリーフレットが発出されましたので併せてご連絡

申し上げます。  

つきましては、貴会におかれましても、本件についてご了知の上 、郡市

区医師会および会員への周知方につきご高配を賜りますようお願い申し

上げます。  

 

 

 

 



【添付資料】  

○新型コロナウイルス感染症に係 る要介護認定の臨時的な取扱いについて

（その２）  

（令 2.2.28 事務連絡  厚生労働省老健局老人保健課）  

 

 

○リーフレット「介護施設・事業所で新型コロナウイルスの感染拡大を防止

するために」について  

（令 2.2.28 事務連絡  厚生労働省健康局結核感染症課、老健局総務課認

知症施策推進室、高齢者支援課、振興課、老人保健課）  

 







介護施設・事業所で新型コロナウイルス
の感染拡大を防止するために

職員、利用者のみならず、委託業者等も含めて、マスクの着用を

含む咳エチケットや手洗い、アルコール消毒を徹底しましょう。

1 咳エチケットや手洗い等の徹底

２ 出勤前の職員／送迎前の利用者の体温計測

 利用者と接する介護職員のほか、事務職や送迎を行う職員、ボラン

ティア等、すべての職員は各自出勤前に体温を計測し、発熱等の症

状がある場合には出勤しないことを徹底しましょう。

 利用者の送迎前には本人・家族又は職員が本人の体温を計測し、

発熱等の症状がある場合には利用をお断りしましょう。

３ 面会の制限

面会は緊急やむを得ない場合を除き、制限するようにしましょう。

面会がある場合は、面会者にも体温を計測してもらい、発熱が

ある場合は面会をお断りするようにしましょう。

４ 委託業者からの物品の受け渡しは玄関で

委託業者等からの物品の受け渡し等は、玄関等施設の限られ

た場所で行いましょう。施設内に立ち入る場合は、体温を計測し

てもらい、発熱がある場合は入館をお断りするようにしましょう。

高齢者、基礎疾患（糖尿病、心不全、呼吸器疾患）を抱える方については、

３７．５℃以上の発熱が２日以上続いた場合／強いだるさや息苦しさがある場合

には、「帰国者・接触者相談センター」に電話連絡し、指示を受けてください。

施設において、症状が継続している場合や、医療機関受診後、診断結果確定まで間が空く場合は…

 感染の疑いがある利用者を原則個室に移す

 感染の疑いがある利用者が部屋を出る場合はマスクをする

 感染の疑いがある利用者とその他の利用者の介護等は、可能な限り担当職員を分ける

厚生労働省


